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1 ．は じめに

　 近年、イン ターネ ッ トの 普及 に よ り web −based で

学習やテ ス トがで きる e
−1earningが広 が っ て い る。

E−learning市場は、2003年では 1700億円であっ た

が 2010年 には 6500億 円と急速に拡大する と予想 さ

れ て い る 。 E−learning全体では 、高等教育にお け る

の 割合が多 い もの の
、 将来 的には企 業内教育や専修

学校など商用 で の 分野が急速に拡大す ると予想 され

て い る。しか し、米国と比 較 した揚合、日本は 2003

年で は 15 分の 1 、2010年で も 10分の 1 程度の 規模

だ と い われて い る［1 ］。

　 E−1earning導入 につ い て は 、 そ の 必 要性が高ま っ

て い る
一

方で、シ ス テ ム 導入 、
コ ン テ ン ツ作成、教

員 ・学生 へ の サポー
ト体制整備など大学 へ の 負担 も

少なくな い 。また 、 肝心 な教育効果 と い う観点か ら

も、コ ン テ ン ツ の 作 り方 、映像情報の 利用の 仕方 、

授業 の 代替 とする の か支援に限るの か などの 方式 の

決定など、e
−1earningを効果的に利用する方法につ

い て は 、 ま だ確立 されて い るとは い えない 状況で あ

る。また、e
−learningに限 らず自主的な学習で の 特

徴 と して 、学習を続け るた め の 強 い 動機付けがな い

と途 中で 挫折 して しま うとい う問題 点が指摘 されて

い る［1］。

　web 上 で の コ ン テ ン ツ効果が色に影響される こ と

が指摘され て い る［2］。こ の研 究で は e
−1earning教

材 の デザイ ン
、 特 に背景色 がそ の 教育効果に 関係す

る の か ど うかを、色彩心理学［3］の 観点か ら実験 し、

結果に つ い て の 考察を行 っ た。

2 ．実験内容

　 4 種類の異な っ た背景色の e
−1earning画面 を用

い て 、色に よ っ てテ ス トの 点数に差異が生まれ るか

を実験 した 。 実験は 、 もの っ くり大学の製造技能工

芸学科の 1年生を対象に、旺文社デジ タル イ ン ス テ

ィ テ ユ
ー

トの e
−learning　 TOEICテ ス トを利用 して

お こ な っ た 。

　被験者は過去に英語 の 授業で 2度の TOEICテ ス ト

を受 けて い る者で 、 2 回 の リ
ーデ ィ ン グセ ク シ ョ ン

の点数 の 合計をもとに 4 っ の グル ープ に 振 り分け た
。

そ の 4 つ の グル
ー

プ に差異がない か分散分析の
一

元

配置に よっ て算出 した。

　表 1 か ら級 問変動 （グル ープ間変動）Sa＝38．939 、

級内変動 （グル ープ内変動）Se＝21607．586、自由度

va ＝3、ve ＝ 128、検定統計量 （「観測 され た分散比 」）

F＝ O．　077、F 分布 の パ ーセ ン ト点 （「F 境界線亅）Fa

（va
，
　 ve ）＝2．675 となる。こ の 結果 F〈 Fa （v

a ， ve ） とな り、帰無仮説は棄却されず 4 っ の グル

ープ の 間には TOEIC リーディ ン グ ス コ アで の差がな

い こ とが認 め られ た、

　 4 つ の グル
ープの被験者に は それ ぞれ 、青 、 赤 、

白 、 黄色 を画面の背景色 に した同 じ問題 を解かせた 。

なお 、 テ ス トは問題数 40 問、4 択形式、制限時間は

30 分で お こ な い 、英語 の授業 の クラス A ， B ，
　 C ご

とにお こなっ た。 1問は 100点で 4000満点 で あ る a

試験問題終了後、被験者 に疲労度や 問題 の 難 しさに

つ い て の ア ンケー
トをに記入 させ た 。

3 ．背景色 の望め る効果

　青 （＃0000FF）は 、 筋肉の 弛緩に効果があり、また、

日本人青年男性 の
一

番好き な色 と されて い る。赤

（＃FFOOOO）は、筋 肉を緊張 ・興奮させ る効果が あり、

また 日本人青年男子 つ ま り被験者の 年代には嫌い な

色 とされ て い る 。 こ の こ とか ら赤の 背景色は、青と

は逆の 効果が期待 され るた め採用 した。黄 （＃FFFFOO ）

は 、 網膜の位置で 像をつ くる の で、距離感が つ かみ

易 く 、 集中力を高める効果がある［4］［5］。白 （＃FFFFF）
は、現在英語 e

−learning背景色 と して 最も使われて

い る色で あ り、色の効果 を比較するため採用 した。

4 ．実験結果

　合計 107人 の 被験者か らテ ス トス コ ア のデータを

得た。結果 を表 2 に示 した。分散分析 の
一

元配 置に

よっ て 4 色の グル ープ間に テ ス トス コ アで の 差異が

あるか を調 べ た。表 3 か ら級間変動 （グル
ープ間変

動）Sa＝375977．470、級内変動 （グル
ープ内変動）
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Se＝11433929．072、自由度 va ＝3、　 ve ＝103、検定

統計量 （「観測された分散比 」）F＝1．129、F 分布の

パ ー
セ ン ト点 （「F境界線」）Fa （va ，　 ve ＞ ＝ 2．693

とな る 。 こ の 結果 F〈 Fa （va
，
　 ve ）とな り、帰無

仮説 は棄却 されず、4 つ の グル
ー

プ に差がな い こ と

が認 め られた 。

グル
ープ　　被験者数　　合計点数　　 平均 点数

単なもの で は な い 。定期的な実験、い ろ い ろ な実験

方法が必要になる。そ して 、異なる色 、中間色を使

っ た実験 、問題 の 難易度 を変えて の 実験 をして い く

こ とが今後の 課題 にな るだろ う。

　最後 に、今回 実験に協力 して F さっ た旺文社デジ

タル イ ン ス テ ィ テ ユ
ー

トの 方 々 、また実験に 参加 し

て くれ た本学 の 学生 、 英語授業担当の 先生 方 に感謝

した い 。
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表 2 　 試験の 得点結果

5 。考察

　実験結果の統計分析で は、色に よる学習効果の違

い に対す る有意性は見 られ なか っ た が、ア ン ケ
ー

ト

結果で は 、疲労度に 関する質問で 「非常 に疲れた 」

と 「疲れ た 」 を選 んだ人が赤 の グル
ープで最 も多く

約 71％ で あっ た
。 白、 黄 の グ ル

ープ で は共 に約 61％

で、青の グル
ープは 50％ とな っ た。これ は背 景色 の

違い が、被験者 の 疲 労度に影響す る こ とを示唆 して

い る。今回 の 実験で は、e
−learning の 画面は 白だ け

で な く、青、赤、黄を使 用 し て も成績に は影響をお

よばさな い 結果とな っ た 。 しか し、疲労度や集中力

には影響が あ っ た こ とか ら、長時間 の 学習をす る と

きに は青を使 っ た デザイ ン 、集中して や りた い とき

は 白を使 っ た デザイ ン とい うよ うな場合に あわせ た

e
−1earningデザ イン を用い る こ とで 、効果的な教材

作成がで きると考え られ る。
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図 1　 試験画面サ ン プ ル （背景色 ： 白）

6 ．終わ りに

学習とデザイ ン 、色彩 の 関係 を証 明する こ とは簡

分散分析表〔実験前）

変動要 因 変動 自由度 分散 観測された分散比 P 一値 F 境界値

グル
ープ間

グル ープ内

合計

　 38．939

21607．586

21646．515

　 3128131 12．980168

．809

O．077 0．972 2．675

表 1　 グル ープ分 け分散分析

表 3　被験者の 実験で の 得点の分散分析

分散分析表（実験後）

変動要因 変動 自由度 分散 観測された分散比 P一値 F 境界値

グル
ープ間

グループ内

合計

　375977．470

11433929．072

11809907．542

　 3103106125325．823

111009．020

1．129 O．341 2．693
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